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12/19（金）島原市陸上競技場にて、校内マラソン大会を実施しました。 

当日は12月にしては気温も高く、快晴の中で実施することができました。上位を目指して一生

懸命に走る姿、自分のペースを崩さずにゴールを目指す姿、仲間を応援する姿など、日頃の学校生

活では見ることのできない「生の表情」を見ることができ、大変意義のある大会になったと思いま

す。大会運営をサポートしてくれた3年生の皆さんもありがとうございました。また、本校PTAの

皆さまから、豚汁の炊き出しをいただきました。マラソンで疲れた生徒の体を癒してくれたものと

思います。心も体も温まる炊き出しをありがとうございました。 

 

  

 

 

＜1 年男子＞ 

１ 林 田 陽 路 

２ 吉 岡 佑一郎 

３ 末 吉 結 翔 

４ 内 田 蒼 人 

５ 飛 永 優 星 

６ 林 田 蓮 哉 

７ 溝 田 悠 惺 

８ 山 口   隼 

 

＜２年男子＞ 

１ 綾 部 汰 志 

２ 立 川 天 翔 

３ 中 川 創 介 

４ 濵 﨑 康太郎 

５ 林 田 瑛 太 

６ 板 倉 総二郎 

７ 古 賀   圭 

８ 外 垣   陸 

 

＜1 年女子＞ 

１ 植 木 花 香 

２ 丸 山 小 晴 

３ 糸 山 ひなの 

４ 宗   葵 心 

５ 渡 邊   鼓 

６ 副 島 充 結 

７ 太 田 梓 葉 

８ 大 熊 梨 生 

 

＜２年女子＞ 

１ 時 津 果 歩 

２ 松 尾 京 香 

３ 渡 邊 さみな 

４ 勝 又 美璃風 

５ 松 山   暉 

６ 大 賀 幸 愛 

７ 石 橋 弥 雅 

８ 前 田 心 菜 

校長室から 校 長 渡崎次郎 

島高だより 
令和８年１月号  
（通巻第 238 号） 
長崎県立島原高等学校 
編集：教育企画部 

令和７年１１月１７日（月）、１５時２８分、私はじいじになりました。神奈

川県で暮らす長女が、3626 グラムの大きな男の子を産んだのです。家族ＬＩＮ

Ｅで送られてきた写真や動画、妹弟からの祝福メッセージを見て幸せを感じなが

らも、私は「じいじ」になった実感が全くありませんでした。ただ、あの小さか

った長女が、母親になったということが、私の心を熱くしました。 

 長女は、平成８年４月に生まれました。妻は、妊娠中に性別が知りたいと思っ

ていたのですが、私は知りたくありませんでした。妻を検診に連れて行っても、私は待合室でい

つも絵本を読んでいました。ある時、いつものように待合室で絵本を読んでいると、「ご主人、

奥さんが大変です。早くこちらへ来てください。」と、先生が叫びました。驚いた私は、急いで

診察室に入りました。すると、「ごめんなさい。嘘です。奥さんがエコーで赤ちゃんを見てほし

いと言ってますよ。」と言って、先生は説明を始めました。「これがお目目で、これがお鼻。そ

してこれがへその緒です。」と言われた瞬間、私は「男の子だ」と確信しました。帰りの車の中

で、私は妻に、「男の子だったよ。」と告げました。そして、２人でいろいろと考えた末に、

「真（まこと）」と命名することにしました。 

 妻は、実家のある宮崎で出産することにしました。ある日の夜中、佐世保で１人暮らしの私

は、留守番電話に録音されようとしている妻の声で目を覚ましました。「陣痛が３０分おきにな

ったので、今から病院に向かいます。」録音の途中で受話器を取った私は、「今すぐ行くから少

し我慢して。」と言いました。何を言ってるんだか。宮崎までは５時間近くもかかるのに。大急

ぎで身支度を済ませて車に乗り込んだ私は、ある重大なことに気づきました。それは、「検尿」

です。その日は、生徒も職員も、「検尿」の提出日だったのです。「絶対に忘れるなよ。」と生

徒に言った手前、私が忘れるわけにはいきません。素早くアパートに戻って「検尿」を済ませ、

車に乗り込みましたが、まだ学校が開いている時間ではありませんでした。そこで、近所に住ん

でいらっしゃる生徒指導主事の〇〇先生に預けることにしました。メモ書きと一緒に私の大切な

「検尿」をエレ〇のレジ袋に入れて、○○先生のお宅に持っていきました。しかし、まだ就寝中

のようで、明かりがついていませんでした。起こすのも申し訳ないと思い、エレ〇のレジ袋を玄

関の門扉に結び付けました。「メモも入れたし、あとで高速道路のパーキングエリアから電話す

れば大丈夫だろ。」そう思って車を走らせました。 

６時半を過ぎた頃、私は〇〇先生に電話しました。すると、〇〇先生は、「次郎、お前何しよ

っとや！うちの嫁さんがさっき新聞取りに行ったら、エレ〇のレジ袋が門扉にぶら下がってい

て、『若手の先生からの差し入れかしら？』とニコニコしながら開けたら、お前の『検尿』が出

てきたやないか！」と怒鳴りました。○○先生、奥様、本当にごめんなさい。「申し訳ありませ

んでした。」と〇〇先生に謝ったあと、私は自分の実家に電話しました。すると父親が出て、

「次郎、お前の目は節穴か！」と怒鳴りました。「さっき、宮崎から、『玉のような女の子』が

産まれましたって電話があったぞ！」「・・・」私は言葉が出ませんでした。 

妊娠中もずっと「真（まこと）！」と呼び掛けていたので、いまさら名前を変えるわけにもい

かず、結局、「真琴」と命名しました。 

「『じいじ』になりました」 

 

 私と妻は、大学時代に「ハーモニカバンド」というサークルで知り合いました。ハーモニカは漢字

で「口風琴」と書きます。ここから「琴」の文字をもらいました。 

長女が小学生の時、自分の名前の由来を聞いてくるという宿題がありましたが、「お父さ

んとお母さんはハーモニカバンドで知り合ってね、」とだけ説明しました。最初は男の子だ

と思っていたということは、長女がかなり大きくなってから伝えました。  

家族ＬＩＮＥに送られてくる写真や動画の中にいる長女が、だんだんと母親の顔になって

いくのを見るたびに、私も落ち着いた「じいじ」になろうと思う今日この頃であります。  

 

 

 

 

島原高校では、DX 加速化推進事業の一環として「DX 情報講座」を実施しま 

した。本講座はオンライン形式で行われ、1 月 6 日（火）には団野大樹様に 

よる「データサイエンス入門」、1 月 7 日（水）には小林佳徳様による 

「生成 AI について」をテーマに実施しました。 

データサイエンス講座では高度な内容も含まれ、生徒たちは真剣に取り組みながら理解を深めて

いました。また、生成 AI 講座では、生徒が休み時間にも積極的にプロンプトを試す姿が見られるな

ど、主体的に最新技術の活用について学ぶ貴重な機会となりました 

DX 情報講座 

 



令和８年１月号 ２ページ目（通巻第２３８号）                                                   令和８年１月２６日（月） 

学校ホームページアドレス http://www.shimabara-h.ed.jp/ 

 

 

 １月 16 日（金）、翌日の土曜、日曜に長崎大学

で実施される大学入学共通テストにむけ、島原高

校を出発しました。出発直前の出陣式では受験生

代表の前生徒会長佐藤君が決意表明をし、吉田

PTA 会長の激励、渡崎校長先生の激励とパワーレ

ンジャーからのパワーを受け取りました。 

 暖かすぎるくらいの天候に恵まれるなか、翌日

の本番に備えてオープ

ンキャンパス以来の長

崎大学に到着し下見を

行いました。下見後はホ

テルに入り夕食、入浴、

学習を行いました。 

 共通テスト当日も天

候に恵まれ暖かい中、試験に臨むことができまし

た。昨年より日程が長くなり、連日遅くまでの入試。 

19 日（月）自己採点を行い、その結果をもとに担任との面談を行って出願校を決め

ていきます。1 月末から私立大学の個別試験、2 月 25 日には国公立大学前期試験、3

月 1 日の卒業式をはさんで、3 月 1２日には国公立大学後期試験と 3 月中旬まで受験

が続きます。島原高校 78 回生全員の令和 8 年の過ごし方が決まるまで本人も職員も

まだまだ休まらない日々が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。  

令和 8 年は７９回生にとってとても重要な年になります。１年後には、７９回生

の進路を決める大学入学共通テストが実施されます。もちろん、大学入学共通テスト

前に進路を決める生徒もいると思いますが、この１年間の過ごし方が高校卒業後の

進路を左右するといっても過言ではないと思います。 

 年始の学年集会で、「しっかりと自分の進路を考えること」「進路実現のためにし

っかりと学習に取り組むこと」を中心に話をしました。今、何をするべきかを考え、

具体的な行動をとってほしいと思います。１年はあっという間に過ぎます。７９回生

の生徒一人一人が、今年１年間を充実したものにし、そして、納得した進路を実現し

てほしいと切に願っています。保護者の皆様方におかれましては、本校の教育活動に

引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。  

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。  

さて、２学期終業式のオンライン学年集会では，１年間の出来事 No.1 を各自で考

え、クラス内で数名に発表してもらいました。また、「来年の事を言えば鬼が笑う」

といいますが、皆さんはそんなことを言っている場合ではなく、２年後の受験に向け

て学習や部活動、様々な行事参加など積極的に行動しようという旨の話をしました。

また、３学期始業式では今年は２学年になり中堅学年として学校を支えていく番で

あることを伝えました。また、今年の目標を周囲の人と紹介しあい「有言実行」に向

けて気持ちを高めました。2026 年が８０回生の大きな成長の年になることを願い、

教育活動に取り組んでまいります。 

 

 

 

１日（日） 進研マーク実力〔２年〕 

２日（月） 学年末考査時間割発表〔１・２年〕 

７日（土） 土曜講座〔３年〕 

９日（月） 学年末考査〔～13日（金）〕 

13日（金）ＰＴＡ評議員会・専門委員会 

14日（土）土曜講座〔３年〕 

     駿台ハイレベル模試〔１年〕 

16日（月）高校入試会場設営(午後 放課) 

 

大学入学共通テストおよび出陣式

17 日（火）高校入試〔一般選抜検査～18 日） 

17 日～19 日は自宅学習 

21 日（土）土曜講座〔３年〕 

25 日（水）週休日振替 

〔3/1（日）卒業証書授与式〕 

国公立大学前期日程 

28 日（土）卒業証書授与式予行 

卒業記念品贈呈式・表彰式 

同窓会入会式〔３年〕 

１学年から 

２学年から 


